
 ＜令和５年度 研修カリキュラム＞ 

全日程を通して、動ける医療的ケア児とその家族の支援を多職種で検討します。 

 

① 事前学習  

日付 科目 時間 項目 研修内容 講 師 

事
前
学
習
（
配
信
視
聴
） 

医療 

30 分 障害のある子どもの成長と発達の特徴 
医療的ケア児の発達の特徴を

知る。 

鳥取県立総合療育センター 

院長 汐田まどか氏 

60 分 

疾患の特徴 
先天性心疾患の病態、 

治療、予後を知る。 

鳥取大学医学部周産期小児医学分野 

 助教 美野陽一氏 
生理 

30 分 日常生活における支援 
医療的ケアを生活の中で行う

時の注意点を知る。 

鳥取県立総合療育センター 

 副看護師長 坪野弘美氏 

30 分 緊急時の対応 

在宅における生命の緊急、災

害時対応を考える際のデバイ

スの優先順位の考え方を知

る。 

博愛子ども発達・在宅支援クリニック

院長兼鳥取県医療的ケア児等支援セン

ター センター長 玉崎章子氏 

15 分 訪問看護の仕組み 

訪問看護の仕組み、利用した

いときの相談先を知る。 

公益社団法人鳥取県看護協会 

ナーシングデイこすもす 

所長 坂本万理氏 

15 分 訪問診療の仕組み 

訪問診療の仕組み、利用した

いときの相談先を知る。 

博愛子ども発達・在宅支援クリニック

院長兼鳥取県医療的ケア児等支援セン

ター センター長 玉崎章子氏 

20 分 虐待が疑われたときの対応、地域の仕組み 

虐待の種類（医療ネグレク

ト）、相談先（小児・成人）、

虐待を防ぐために必要な視点

を知る。 

鳥取県西部総合事務所県民福祉局 

米子児童相談所 相談課 

 課長 内藤佐弥子氏 

 

② 1 日目 令和５年１０月１３日（金） 

日付 科目 時間 項目 研修内容 講 師 

10 

月 

13 

日 

 

）  
１ 

日 

目 

（  

総論 
9:30～

10:30 

医療的ケア児等の地域生活を支えるために 
事例を通して、コーディネー

ターの役割について考える 

 

鳥取県立総合療育センター 

相談支援専門員 秦真知子氏 医療的ケア児等コーディネーターに求められ

る資質と役割 

福祉Ⅱ 

10:40 

～  
12:00 

支援の基本的な枠組み 
子育て支援、福祉サービス、

単県事業について知る。 
鳥取県福祉保健部子ども家庭部 

子ども発達支援課 

課長補佐 伊藤智子氏 福祉の制度 

事例提示：医療・福祉制度の活用について考

えよう！ 

事例を通して、制度利用につ

いて考える。 

博愛子ども発達・在宅支援クリニック

兼鳥取県医療的ケア児等支援センター 

支援マネージャー 河藤知代氏 

本人・家
族の思い
の理解Ⅰ 
 
 
福祉Ⅲ 
 
 
ライフス
テージに
おける 
支援Ⅰ 
 
 
支援体制
整備 

13:00 

～  
17:00 

本人・家族の思い 

家族の思い、ライフステージ

ごとに必要な支援内容、ライ

フステージが移行するときの

つなぎ方を知る。 

杉原 由美氏 

病院からの在宅移行支援 
鳥取大学医学部附属病院小児総合病棟 

 看護師 久保村仁美氏 

療育機関での遊び・活動参加 
鳥取県立中部療育園 

 次長 谷川英里氏 

地域の保育園への就園と遊び・保育 
米子市立南保育園 

 園長 川島由美子氏 

医療的ケア児の就学支援と学校での学び 
鳥取県教育委員会 特別支援教育課 

 指導主事 勝田浩司氏 

成人期（就労に向けて） 
就労移行支援事業所エミライズ 

 職業指導員 北農佳苗氏 

各ライフステージにおける相談支援に必要な

視点、医療的ケアの必要性が高い子どもへの

支援、支援チーム作りと支援体制整備、支援

チームを育てる、事例、医療・福祉・教育の

連携、地域資源開拓、資源の創出方法 

チーム作り、多職種連携を行

う際のコーディネーターとし

ての役割を考える。 

進行、アドバイザー：未定 

 

 

 

 

 

 



③  ２日目 令和５年１０月１４日（土） 

日付 科目 時間 項目 研修内容 講 師 

10 

月 

14 

日 

）  
２ 

日 

目 

（  

本人・家
族の思い
の理解Ⅱ 

 
福祉Ⅳ 

9:30～ 

12:00 

ニーズアセスメント 

（9:30～10:15） 

ケアマネジメント、エンパワメント

の考え方を学ぶ。 

合同会社 Relief  

相談支援事業所 Relief 

 管理者 小林健介氏 

ニーズの把握事例、家族支援 

（10:15～11:00） 

公益社団法人鳥取県看護協会 

ナーシングデイこすもす 

 所長 坂本万理氏 

 相談支援専門員 近藤理絵氏 

意思決定支援 

（11:10～12:00） 
障害者支援センターくらよし 

 相談支援専門員 礒江美香氏 

計画作成の

ポイント 

13:00 

～  
15:00 

演習に向けた計画作成のポイント 

合同会社 Relief  

相談支援事業所 Relief 

 管理者 小林健介氏 

（演習） 

15:10 

～  
16:10 

計画作成の練習ワーク 

サービスや制度の導入だけでない、子どもと家族

の支援の仕方を考えよう！ 

3 日目、4 日目の研修に向けて

多職種で支援計画の立てる練習

ワークを行う。 

説明、書記、助言者：未定 

 

④ 令和５年１１月３日（金・祝日） 

日付 科目 時間 項目 研修内容 講 師 

11 

月 

3 

日 

）  
３ 

日 

目 

（  

演習   

計画作成 
9:00～ 

17:00 

・演習Ⅰ：事例の掘下げ NICU から退院後 1 年経過した

2 歳の医療的ケア児。保育園

就園と母の仕事復帰のため

に、多職種でどう支援する

か、次の支援者にどうつなげ

るかについて、支援計画を立

てるプロセスをもとに考え

る。 

進行、書記、助言者：未定 

ファシリテーター：未定 

・演習Ⅱ：計画作成 

・演習Ⅲ：計画の発表 

・演習Ⅳ：模擬担当者会議のポイント 

・演習Ⅴ：ライフステージの変化に伴う計画

の再検討 

 

⑤ 令和５年１１月４日（土） 

日付 科目 時間 項目 研修内容 講 師 

11 

月 

4 

日 

）  
４ 

日 

目 

（  

演習   

事例検討 
9:00～ 

17:00 

・演習Ⅴ：ライフステージの変化に伴う計画

の再検討 
1 年半後に就学を控えた 5 歳の

医療的ケア児。就学先の検討を

行うとともに、就学までに多職種

でどう支援するか、支援計画を

立てるプロセスをもとに考える。 

進行、書記、助言者：未定 

ファシリテーター：未定 

 

 

 

 

・演習Ⅵ：計画作成 

・演習Ⅶ：発表 

・演習Ⅷ：模擬担当者会議 

・演習Ⅸ：意見交換、研修振り返り、医療的

ケア児等支援センターとの連携について 

 


